
勤
王
愴
天
章
暉
師
の
事
跡

φ

荻

須

純

道

繍

維
新
臭
上
に
於
け

る
勤
王
僧

の
活
躍
は
西
郷
南
洲
と
關
係
の
あ
る
僧
月
照
等

二
三
を
除

い
て
は

一
般

に
絵
り
知
ら

れ
て
ゐ
な

い
。
天
章
灘
師
も
そ
の
輝
か
し

い
英
名
は
飴
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、

そ
の
事
跡
に
就

い
て
は
、
眞
言
宗

阿
刀
弘
文
師
が
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
と
聞

《
が
淺
學
寡
聞

の
故
に
詳
細
な
る
登
表
を
知
ら
な
い
。
近
時
「
維
新

の
史
蹟
し

な
る
も
の
公
に
さ
れ
、
通
俗

㎝
般

に
知
ら
れ
て
來
た
が
、
私
は
藪

に
刺
客

の
難

に
遭

ふ
迄
熟
烈

に
奪
王
擾
夷
を
叫
ん

だ
灘
師

の
學
問
思
想

へ
の
考
察
と
、
そ
れ
よ
り
展
開
す
る
尊

王
擾
夷
の
實
践
蓮
動

で
あ
る
憂
國

の
生

々
し
き
灘
師

の

事
跡
の

一
斑
を
誌
す
こ
と

、
し
た
。
固
り
杜
撰
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
時
局

下
の
精
神
蓮
動

に
幾
分
な
も
と
も
参
考

に
な
れ
ば
幸
甚

で
あ
る
。

暉
師
諌
は
慈
英
、
字
を
天
章
と
號

し
、
別

に
肇
海
、
竺
堂
、
杞
憂
蕎
等

の
號
が
あ

,Q
。
文
化
十
二
年
京
都

に
生
れ

商
家

の
出

で
あ

る
と
云
ふ
が
、
父
母
の
名

や
屋
號
等
は
詳
ら
か
で
な
く
、
從

つ
て
町
名
等
も
不
明

で
あ

る
。

幼

に
し
て
佛
門

に
入
b
佛
弟
子
と
な

つ
た

の
で
あ
る
が
、
初
め
澤
土
宗
に
薦
す
る
京
都
寺
町
松
原
上
る
澤
國
寺
の

勤
〃王
沿
旧
天
章

謹
一師

の
事

跡

》

砧
一
)

δ
)

v
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勘
王
曾
…天
章
抑騨
師

の
事
吐跡

(
二
)

智
足
肇
和
尚

に
就
き
出
家
得
度
し
た
。
肇
海

は
そ
の
時
命
名
さ
れ
た
名
で
あ
る
。
後
江
戸
芝
増
上
寺

の
學
寮
に
學
び
、

宗
學
を
始
め

一
般
佛
敏
學
そ
の
他
内
外

の
學
を
修

め
た
が

.
當
時
共
に
孜

々
と
し
て
研
鎖

を
怠
ら
す
意
氣
投
合
し
た

學
友
に
鵜
飼
徹
定
師
が
あ

る
。

こ
の
鵜
飼
徹
定
師
は
後
知
恩
院
第

七
十
五
世
の
法
燈
を
承
け
綴
ぎ
管
長
職

に
就

い
た

方

で
あ

る
が
こ
の
鵜
飼
徹
定
師
と
は
同
僚
で
あ

つ
た
。

註
①

`

儒
學
を
松
南
摩
嶋
、
仁
科
白
谷
等
に
學
び
、
殊

に
仁
科
臼
谷
の
下
に
あ

つ
て
は
高
弟

で
あ

つ
た
と
云

ふ
。

二
十
四

歳

の
時
威
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
改
衣
し

て
麗
門
に
蹄
し
當
時
學
徳
世
に
喧
傳
さ
れ
た
全
室
慈
保
灘
師

(
建
仁
寺
塔

頭
霞
洞
院
住
職
で
建
仁
寺
第
三
百
四
十
八
世
と
な
り
、
文
久

三
年
三
月
四
日
世
壽
七
十
六
を
以

て
入
寂
す
〉
の
下
に

投
じ
た
。
慈
保
麗
師
の
下
に
投

ず
る
に
當

つ
て
は
同
じ
仁
科
自
谷
の
門
下
で
あ

つ
た
梅
辻
泰
樵

の
紹
介

に
依
る
も
の

で
あ
る
か
ら
梅
辻
泰
樵
は
慈
保
灘
師
と
駝
懇
で
あ

つ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
慈
保
暉
師

に
投
す
る
に
至

つ
た
動
機

に
は
次
の
如
き
理
由
が
あ

つ
た
と
傳

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
、
國
家
多
事
な
る
秋
に
當
り
、
灘
機
を
得
た
い
こ
と
。

二
、
建
仁
寺

に
は
宋
儒
楊
誠
齋
文
集

の
宋
版
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
護
破
し
、
憂
國
忠
憤

し
江
楊
誠
齋
の
正
心
誠

意

の
學
を
研
究
す
る
こ
と
。

.

三
、
當
時
朝
鮮
と
の
外
交
を
司

つ
た
封
州
以
酊
蕎

の
輪
番
に
成
り
度

い
。

ろ

と
云
ふ
三
つ
の
理
由
が
青
年
肇
海
を
し
て
改
衣
蹄
灘

せ
し
め
た
の
で
あ

つ
た
。
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慈
保
灘
師
の
下
に
あ

つ
て
は
屡
藤
學
道
を
怠
ら
な
か

つ
た
が
、
天
保
十
二
辛

丑
年
師
の
慈
保
暉
師
が
五
山
碩
學
科

に
任
ぜ
ら
れ
、
勢
州
以
酊
巷

の
輪
番
と
な
り
、
朝
鮮
書
契
御
用
の
鈎
命
を
帯
び
て
渡
航
し
た
時
、
随
侍

し
て
封
州

に

赴

い
た
。
そ
の
時
の
朝
鮮
の
國
繹
官

ぱ
秦
知
事
清
翁
書
記
官
な

る
者

で
、
筆
談
を
以

て
慮
酬
し
た
。
そ

の
筆
談
を
録

し
た
も

の
を
辛
丑
隣
盟

一
巻
と
云
ふ
の
で
あ

る
。

天
保
十
四
癸
卯
年
四
月
建
仁
寺

に
蹄
山
す
る
や
、
塔
頭
堆
雲
軒
に
住
し
、
京
師
十
刹
眞
如
輝
寺

に
陞
位
の
鈎
帖
を

拝
戴
し

て
五
山
西
堂
位

に
列
し
た
。

、

人
と
爲
り
機
鋒
精
鏡
に
し
て
詩

文
和
歌

に
長
じ
、
勤
王
の
精
紳
に
燃
え
て
常

に
讃
書
を
怠
ら
す
、
最
も
披
録
を
力

め
、
稗
吏
、
野
乗
、
古
今
を
問
は
す
見
聞
す
る
と
こ
ろ
を
筆
記

し
、
日

々
十
五
枚
を
課
し
た
と
云
ふ
。

叉
容
貌

は
甚

だ
痩

せ
て
居
り
、
生
姜
糖
が
非
常

に
好
物
で
あ

つ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

米
國
水
師
提
督

ペ
リ
ー
が
浦
賀

に
來
航
し
た
嘉
永
年
間
頃
よ
り
國
事
を
大
い
に
憂

へ
、
勤
王
愛
國
の
精
紳

に
燃
え

註
②

大
原
重
徳
等
憂
國
の
志
士
と
交
り
國
事

に
奔
走
し
た
。
そ
の
間
宋
儒
楊
誠
齋

の
文
集
よ
り
千
慮
策

三
巻
、
東
宮
勧
讃

註
④

・

録

一
巻
等
を
選
出
し
、
句
讃
返
黙
を
附
し
て
世

に
行
ひ
、
叉
憂
國
の
熱
情
を
詞
藻

に
登
露
し
た
も

の
を
竺
堂
交
集
と

云
ひ
、
晩
年
上
梓
磯
刊
さ
れ
た
も
の
に
杞
憂
　奄
楯
花
百
絶
(
華
夷
名
義
辮
を
附
鍮

と
す
)
、
杞
憂
港
五
十
六
字
詩

(
一

百
二
十
八
首
の
詩
で
杷
憂
饒
草
を
附
録
と
す
)
等
各

一
雀
が
あ
り
、
多
歎
未
刊
行
の
も

の
あ

る
も
著
書
は
後
に
誌
す

こ
と

、
す
る
。
就
中
安
政
四
年
八
月
刊
行
さ
れ
た
千
慮
策
は
幕
末
志
士
の
義
憤

を
高
ま
ら
せ
た
と

い
ふ
。

勤
王
曾
天
章
騨
師
の
事
跡

(
三
)
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勤
王
曾
天
章
藤
師
の
事
跡

(
四
)

文
久
三
年
、
京
都
十
刹
の

一
で
あ
る
洛
西
鳴
瀧

の
妙
光
寺

に
韓
住
し
た
が
、
明
治
四
辛
未
年
七
月
九

日
佐
幕
派
の

一
味

の
爲

に
暗
殺

さ
れ
た
。
時

に
年
五
十
七
。
鳴
瀧
妙
光
寺
に
葬
ら
れ
た
。

二

以
上
の
略
傳
は
暉
師

の
著
書
や
灘
師
よ
り
親
し
く
敏
を
受
け
て
、
建
仁
寺
塔
頭
大
中
院
に
住
持
し
た
石
門

和
樹
の

筆
跡
で
あ
る
職
師
傳
記

の
草
稿
や
叉
藤
師

に
親
交
の
あ

つ
た
梧
港

和
伺
の
執
筆

に
な
れ
る

「
竺
堂
随
筆

の
事
」
等
を

圭
な
る
史
料
と
な
し
、
粂
ね
て
大
中
院
現
住
職
古
野
東
越
師
の
読
明
を
参
考
し
て
草
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
就
中
常

澄
石
門
和
街

の
筆
跡
で
あ
る
灘
師
傳
記

の
草
稿
は
暉
師

の
傳
記
を
研
究
す

る
上
に
貴
重
な

る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
縄
師

の
勤
王
思
想
が
如
何
な
る
學
問
思
想
に
淵
源
す
る
か
を
考
察
し
、
そ
こ
に
實
践
さ
れ
た
勤

王
蓮
動
や
.、

或
は
叉
輝
師
に
依
り
て
表
示
さ
れ
、
國
民
的
熟
情

を
そ

、
る
憂
國
思
想
に
就
き
以
下
概
要
を
誌
す
こ
と

、
す

る
。

先
に

=
爵
せ
る
如
く
繹
師
は
維
徒

で
あ
る
と
同
時
に
儒
家
で
あ
り
、
儒
學
者
仁
科
白
谷

の
高
弟

で
あ

つ
た
。
依

つ

て
そ
の
奪
王
思
想
に
於
て
も
儒
家
の
立
場

よ
り
君
臣
の
大
義
を
説

い
た
こ
と
は
否
み
難

い
。
然
ら
ば
幕
末
維
新
の
風

雲
急
な

る
秋
、
熱
烈
な
る
勤
王
運
動
を
な
し
、
塗
ひ
に
鳴
瀧
妙
光
寺

に
於
て
佐
幕
涙
の
爲
に
非
業

の
最
期
を
な
し
た

勤
王
信
天
章
は
、
或

は
又
今
日
史
蹟
妙
光
寺
の
歳
塞
巷
血
染
の
縁
先

に
天
風
脈

々
と
し
て
無
言

の
読
法
を
な
し

つ
、

あ

る
灘
師

は
、

一
膿
如
何
な
る
思
想
的
背
景
を
持
ち
、
そ
の
思
想

の
淵
源
は
何
慮

に
あ

つ
た
で
あ
ら
う
か
?

噛

先

に

一
言

せ
る
如

く
暉
師
が
澤
土
門
よ
り
改
衣
蹄
繹

し
た

一
つ
の
理
由
は
建
仁
寺

の
藏
書

で
あ
る
宋
版
楊
誠
齋
文
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ぐ

い

集
を
讃
破
研
究
し
た

い
と

云
ふ
こ
と

で
あ

つ
た
と
云

つ
た
が
、
灘
師
が
南
宋
の
楊
誠
齋

に
私
淑
し
た
こ
と
は
灘
師
が

後
楊
誠
齋
文
集

よ
り
千
慮
策

・
東
宮
鋤
讃
録
等
を
選
出
し
て
翻
刻
刊
行
し
た
こ
と
を
以
て
し
て
も
推
察
す
る
に
十
分

で
あ
る
。

こ
の
楊
誠
齋
は
南
宋
の
人
で
、
名
を
萬
里
、
字
を
延
秀
と
云
ひ
、

又
交
節
、
落
齋
と
稽
し
,
誠
齋
と
號
し
て
南
宋

の
國
…難
を
救
は
ん
が
た
め
に
正
心
誠
意

の
學
風
を
以
て
忠
憤
慷
慨
し
熟
烈
な

る
憂
國
の
雄
叫
び
を
し
た
人
で
あ

る
。

宋
が
文
治
圭
義
を
採
る
の
絵
り
そ
の
消
極
的
政
策
は
北
方
民
族

の
遼
や
金

に
溺
さ
れ
、
途
ひ
に
は
中
原
の
地
を
蒙
古

民
族

の
た
め

に
躁
躍
さ
れ
て
滅
亡
し
た
こ
と
は
周
知

の
事
實
で
あ
る
。
こ
の
宋
が
常

に
消
極
的
な
る
封
外
政
策
を
以

て
北
方
民
族

に
封
し
、也

「
朝
詔
親
征
し
、
夕
に
和
議
を
講
す
る
」

の
姑
息
的
外
交
政
策
を
以

て
し
た
こ
と
は
所
謂
北

秋

の
狙
薇
を
甚
し
く
し
、
宋
國
の
士
氣
を
愈
々
萎
靡

不
振
な
ら
し
め
た
。

か

、
る
時
代

に
出
世
し
た
楊
誠
齋
は
南
宋
孝
宗

の
淳
熈
十
二
年

(
西
暦

一
一
八
五
)
吏
部

の
郎
中
と
な
り
、
又
東

宮
講
官
と
し

て
孝
宗

の
太
子

の
侍
讃
と
な
り
、
陸
宣
公
の
奏
議
等
を
進
講
し
て
太
子
を
深
敬

せ
し
め
た
。
所
謂
東
宮

勧
讃
録
は
即
ち
是
れ
で
あ
る
。

一
日
丞
相
王
准
が
宰
相
の
先
務
は
如
何
と

の
問
ひ
に
封
し
、
天
下
の
急
務
は
人
材
を

以
て
先
務
と
な
す

べ
き
こ
と
を
獄
言
し
、
朱
子
以
下
六
十
人

の
天
下
有
用

の
人
材
を
推
薦
し
、
各

々
長
所
を
述

べ
て

詫
④

入
材
を
集
む

べ
き
こ
と
を
力
説
し
た
。

こ
の
こ
と
は
淳
熈
薦

士
録
と
し
て
輯
録
さ
れ
現
存
し
て
ゐ
る
。

後
官
を
退

い
た
が
誠
齋
の
民
族
意
識
は
愈

々
熾
烈
に
し
て
南
宋
の
姑
息
的
封
外
政
策
を
慷
慨
し
、
宰
相
偉
俺

胃
の

勤
王
…借
天
出早
縄
「師
の
事
跡

(
五
)
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-

勤
王
俗
天
章
騨
師
の-事
跡

・

(六
)

專
横
を
憂
憤

し
つ
、
寧
宗
開
禧
元
年

(
西
暦

=

一
〇
五
)
八
十
三
歳
を
以
て
卒
し
た
人
で
、
,詩
賦

に
長
じ
、
前
記
千

慮
策
、
東
宮
鋤
護
録
、
淳
熈
薦
士
録
等
の
外
に
易
傳
、
心
學
論
、
楊
子
庸
言
等
の
著
書
が
あ
り
、
経
世

一
家
の
學
風

註
⑤

が
あ

つ
た
。

灘
師

は
こ
の
誠
齋
の
正
心
誠
意

の
學
風
に
私
淑
し
た
。
灘
師
が
安
政

四
年
八
月
、
千
慮
策
を
蘇
刻
す
る
に
當
り
山

そ
の
序
文
の
中
に

千
慮

一
得
。
慨
然
欲
吐
者
。
有
三
十
策
。
非
敢
謂
有
用
也
。
亦
不
可
謂
無
用
也
。
其
言
切
實
懇
到
。

一
一
中
時
弊

可
謂
昏
夜
之

一
燈
臭
。
(
中
略
)

」抑
是
策
也
。
錐
往
時
海
外
之
策
。
方
今
亦
量
無
所
關
於

國
家
治
忽
之
故
也
哉
。
固
探
之
干
宋
藁
誠
齋
集
中
。
附
以
淳
熈
薦

士
録
。
以
授
工J
制
圃
。
若
夫
公
學
術

之
正
。
識

見
之
高
。
共
有
用
於
今

日
與
否
。
讃
者
自
當
領
之
。
固
不
倹
我
方
外
士
之
言
也
。

皇
安
政
四
年
丁
巳
秋
八
月
初
五
日

前
住
京
螢
十
刹
萬
年
山
眞
如
麗
寺
沙
門
天
章
繹
英
肇
海
氏
撰

と
め
り
、
以
て
灘
師
が
如
何
に
楊
誠
齋

の
學
風
を
慕
ひ
、
そ
の
識
見
に
私
淑
し
て
ゐ
た

か
は
推
考
す
る
に
絵
り
が
あ

る
。
而
し
て
縄
師
は
こ
の
千
慮
策

三
十
策
は
そ
の
切
實
な
る
言

々
僻
句

一
々
が
幕
末
維
新

の
時
弊

に
中
り
、
混
沌
た

る
姻
家
危
急
の
際
に
於
け
る
指
針
で
あ

つ
て
、
姶
も
暗
夜

の
燈
明
の
如

く
で
あ

る
と
な
し
、
更

に
我
が
園
が
往
鷲
海
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外
に
建
て
ら
れ
た
策

に
侯

つ
迄
も
な

い
が
レ
國
家
経
倫

に
關
す
る
慮
、
怨

に
す
べ
か
ら
ぎ

る
こ
と
を
張
講
し
て
ゐ
る
か

又
灘
師
が

「
國
家
」

の
文
字
の
あ

る
と
こ
ろ
を
改
行
し
、
殊

に
年
號
の
上
に

「
皇
」

の
字
を
戴
し

て
故
に
欄
を

一

字
だ
け
高
く
す
る
が
如
き
は
よ
し
そ
れ
が
支
那
古
代

の
聖
賢

の
避

に
則

つ
た
と
は
い

へ
、
麗
師

の
人
と
爲
り
を
知

る

べ
く
、
奪

王
心
の
磯
露
で
あ
る
と
云
ふ
べ
き

で
、
「
皇
土
」
「
聖
代
」

の
観
念
を
強
く
認
識
し
て
、
幕
末
の
風
雲
に
抗

し
、
怒
濤

に
投
じ
て
國
難
に
當

つ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
書

の
刊
行
さ
れ
た
安
政
四
年
は
安
政
の
大
獄
が
行

は
れ
る

一
爾
年
前

で
、
こ
の
書
は
天
下
憂
國
の
志
士
の
間

に
熟
讃
さ
れ
た
。

三

灘
師
が
宋
儒
楊
誠
齋

に
私
淑
し
て
、
そ
の
學
説
思
想
が
我
が
幕
末
の
時
弊
を
救

ふ
も

の
と
な
し
、
誠
齋
の
正
心
誠

意

の
學
風
や
思
想
が
暉
師

の
指
導
原
理
と
な
り
、
灘
師
を
し
て
熱
烈
な

る
勤
王
蓮
動
を
な
さ
し
め
、
憂
國
の
士
た
ら

し
め
た
こ
と
は
簡
軍
な
が
ら
そ
の

一
端
を
前
蓮
し
た
。

、然
ら
ば
楊
誠
齋

の
學
問
思
想
が
指
導

原
理
と
し
て
輝
師
に
顯
現

さ
れ
た
麗
師

の
學
読
識
見
は
如
何
な
る
も
の
で
あ

る
か
を
管
見
す

る
な
ら
ば
、
灘
師

の
學

読
の

一
斑
を
表
す
も
の
に

「
華
夷
を
辮
す
る
の
論
説
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
輝

師

の
學
識
思
想
の
根
本
形
態
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
。
今
輝
師
の
撰
す

る
華
夷
名
義
辮

に
依
れ
ば

春
秋
,
謹
嚴
。
莫
レ嚴
畠乎
華
夷
之
弊
一焉
。
方
今
世
勢

一
憂
。
華
夷
錯
紛
。
名
義
溝
齪
。
殆
不
レ可
昌辮
明
"尖
。
(
中
略
)

夫
華
者
文
也
。
都
也
。
中
レ之
之
僻
也
。

故
連
稻

之
一。
日
呂中
華
層。

日
昌華
夏
一。
郁
郁
乎
有

禮̀
文
.
可
7観
之
謂
也
。

勤
韮
倹
旧天
章
輝
師

の
事
跡

(
七
)
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勤
王
曾
天
章
輝
師
の
事
跡

(
八
)

夷

者
野

也
。

鄙
也
。

外
レ之

之
僻

也
。

故

連
昌構

之
"。

日

外̀

夷

一。
獲
獲

乎
無
=禮

文
,
可
7観

之
謂
也

。

蓋

一
國
。

則

自

有
贈二

國
之

華
夷

一臭
。

一
州

。

則
有
昌
一
州
之

華
夷

}尖

。

一
郡
。
則

自

有
昌
一
郡
之
華
・夷

一奥

。

一
縣

。

則

自
有

二

縣

之
華

夷
一奥

。

一
郷

。
則

自
有

二

郷

之
華
夷

一臭

。

剛
家
。

則
自

有
呂
一
家

之
華

夷

一奥

。

づ

と

て
春

秋

の
華

夷
を
辮

す

る

の
謹
嚴

で
あ

つ
こ
と
を

冒
頭

し
、
華

夷

の
義

を
明

し
、

一
國

乃

至

一
家

の
中

に
も

禮
文

の

観

る
べ
き

も

の
が
有

れ
ば

華

で
あ

り
、
禮

文

無
け

れ
ば

夷

で
あ

る
と

な

し
、

華
夷

は
土

地

の
中
偏

廣

狭
を

云
ふ

の

で

も
な

く

叉
國

土

の
大

小
新

奮
を

云

ふ
の
で

も
な

く
、

又
國
力

の
充
闘

を

云

ふ
の

で
も
な

い
。
唯

其

の
人

の
賢
否

に

依

る
も

の

で
め

つ
て
、

政
治

文
教

の
正
邪

に
あ

る
こ
と

を

力
説
し

、

叉
同
文
中

に

假
令
共

國
幅

員
萬

里
。

兵
甲
億

数

。
富

傾
昌四
海

唱。
勢

凌

}宇
宙

一。
共

君
臣
無
レ禮

。
以

昌姑

息

爲

レ政

。

以
昌輕

便
一爲
レ

教
。
共

俗
無

ソ義
。

以
昌利
害

一慮
γ事

。

以
呂得

失
}鷹
レ物
。

慢
昌天
道

一逞
昌私
智
哺緯
昌人
欲
一作
"鰍
行

一。

更

無
槽二

鮎
差

悪

之

や

心
"。
而

亦

不
レ知
里名
行
節

義
,
爲
呂何

物

一也
。

則

謂

乏

夷

秋
一謂
昌之
禽

獣
一而
可

也
。

と

云
ひ

叉

難

其

邦
叢

小
。

兵
甲

不
ツ充

。
而

君

臣
有
レ義

。

父
子
有
レ親

。
男

女

有
レ別

。
貴

賎
有
レ等

。
忠

信
爲

レ圭

。
禮
譲

爲
γ先

好
レ生

愛
レ物
。

窒
レ欲
存
レ誠

。
則

共

此
爲
レ華

爲
レ人
耳

。

と

云
ひ
、
華

夷

の
別

を
儒

敏
精

紳

を
以

て
論

じ

て
ゐ

る
。
こ
の
華
夷

を
辮

す

る
の
思
想

は
暉
師

の
中

心
思

想

で
あ

り
、

こ

の
思
想

は
臆

て
灘

師

の
隼

王
精
紳

と
な

り
、
擾

夷

の
論

と
な

つ
て
顯

れ

て
來
た

。
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四

暉
師

の
奪
王
精
神
な
り
擾
夷
の
思
想
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
を
看
取
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
縄
師
の
詞

藻

に
依

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
明
治

二
十
六
年
六
月
梧
庵
和
術

の
編
纂

し
た
建
仁
寺
誌
稿
中
に
牧

め
ら
れ
た

「
竺

堂
随
筆

の
事
」

に
依
る
と
灘
師

の
詩
交
和
歌
雑
記
等
は
枚
基
に
蓬
は
な

い
が
、
上
梓
さ
れ
て
現
存
す

る
楯
花
百
絶
、

杞
憂

庵
五
十
六
字
詩
、
杞
憂
絵
草

等
に
は
熱
烈

15
る
憂
國
の
精
神
が
詩
と
な

つ
て
ゐ
る
。
今

そ
の
二
三
を
墨
ぐ
る
な

ら
ば可

下掬
昌眞
香
'濯
甲惰
容
占。
天
然
ノ
高
致
墜
芙
蓉

一。
無
情
ノ
花
亦
低
γ頭
問
。
軌
遣
蕊

皇
威
輝
皇
ハ邦
一Q
註
⑥

と
云
ひ
、
叉
米
國
使
節

ペ
リ
ー
が
黒
船
四
隻
を
率
ひ
て
、
浦
賀
に
來
航
し
た
嘉
永
六
年
の
作
で
海
防
の
急
務
を
読
い

た
詩

に

癸

丑
書
事
詫
⑦

寧
唯
奔
命
.
列
諸
候
。
石
上
之
人
亦
杞
憂
。
論
到
昌邊
防
・
第

一
策

。
國
家
,
急
務
在
奪

周
一。

　
ゆ
ゑ
　

海

口
叉
聞
夷
虜

窺

。
起
拮

昌柱

杖
一細

恕
惟

。

山
中
有
自個

,
自
雲

,
好

贈。

不
下是
眠
昌子

石

上
一時
亀

と
賦

し

て
ゐ

る
。
周

の
王
室
を

奪

び
、

夷
秋
を

擾
ひ

て

天
下
を

匡
す

こ
と

は
、

聖
賢

の
藪

ゆ

る
奪

王
擾

夷

で
、
暉

師

が

叢

に
云

ふ

「
奪

周
」

は

吾
が

「
奪

皇
」

を

意
味

す

る
こ

と
は

云

ふ
迄

も
な

い
。
嘉

永
よ

り
安

政

に
か
け

て
諸

外
國

の
來
航

頻
り

に
あ

り
、

幕
府

が
外

國

の
兵
威

を
恐

れ

て
國

論
を

無

親

し
た

た
め
、

諸

方

の
志

士

は
憤

激

し
、

途

ひ

に

勤
王
俗
…天
章
諏脾
師
の
事
跡

(九
)
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勤
王
曾
天
章
暉
師
の
事
跡

(
一
〇
)

幕
府
が
勅
許
を
待
た
す
し
て
米
國
総
領
事

ハ
リ

ス
の
要
求
す

る
通
商
條
約

に
調
印
し
た
安
政
五
年
に
至
つ
て
は
擾
夷

論

は
國
内
を
風
靡
す
る
に
至
つ
た
。
同
年
春
暉
師
が
賦
し
た
る
詩

に

戊
午
春
首
謎
⑧

'

妖
気
充
呂四
海
髄。
殺
氣
及
昌神
州
一Q
錐
竃余
在
噂芳

外
幽。
得
レ不
レ抱
深

憂
}。

と
て
身

は
方
外

の
偲
侶

で
あ

つ
て
も
憂
國

の
念
禁
す
る
こ
と
能
は
す
悲
憤
慷
慨
し
て
ゐ
る
。
藤
師
が
莫
逆
の
交
b
を

註
⑨

爲
し
た
三
位
大
原
重
徳
卿

に
夷
秋
無
信
辮
を
撰
し
て
贈
り
、
夷

秋
は
縫
詐
常
無
く
信
義
な
き
こ
と
を
極
論
し
、
或
は

叉
西
洋
諸
夷
。
航
海
萬
里
。
好
詐
百
端
。
欺
謳
千
計
。

貧
昌人
之
土
地
"。
掠

人̀
之
貨
弊
一。
損
昌人
之
生
理
一。
害
昌人
之

＼

産
業
一物
債
爲
レ之
騰
揚
。
民
心
爲
ジ
之
瞼
譲
。
綱
常
爲
レ之
決
裂
。
廉
恥
爲
レ之
混
絶
。
註
⑩

・

と
慷
慨
し
て
ゐ
る
。

ペ
リ
凋
が
來
航

し
た
嘉
永
六
年
以
來
擾
夷
論
は
多
く
の
識
者
の
問
に
唱
道
さ
れ
た
が
、
幕
府

の

弾
歴
嚴
し
く
己
が
所
論
を
著
書
と
し
て
世
に
公
に
し
、
憂
國
の
第

一
線

に
立

つ
た
志
士
は
謹
師

の
誌
す
と
こ
ろ
に
依

る
と
維
新
迄

に
水
戸
黄
門
の
破
邪
集
、
大
橋
順

の
關
邪
小
言
叉
び
麗
師
の
千
慮
策
の
み
で
あ

つ
た
こ
と
を
、
灘
師
が

慶

懸
四
年

二
月
、
杞
憂
奄
五
十
六
字
詩
を
刊
行
す
る
に
當
り
㌔
同
書
の
附
録

で
あ

る
杞
憂
蝕
草

の
序

に
述
べ
て
ゐ
る
。

ゐ

周
知

の
如
く
安
政
五
年
六
月
大
老
井
伊
直
弼
が
米
國
総
領
事

ハ
リ

ス
の
要
求
す
る
通
商
條
約

に
勅
許
を
待
た
す
し

て
調
印
し
た
こ
と
や
將
軍
家
相
績
問
題

に
專
断
で
あ

つ
た
こ
と
は
少
な
か
ら
す
諸
方
の
志
士
を
憤
激

せ
し
め
、
諸
方
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の
志
士
は
皆
井
伊
直
財

の
違
勅
と
專
断
を
責

め
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
内
大
臣

一
條
忠
香
を
始
め
徳
川
齊
昭

.
伊
達
宗

城

・
川
路
聖
護

・
橋
本
左
内

・
吉
田
松
陰

・
頼

三
樹

三
郎

・
梅
田
雲
濱
等

公
卿

・
大
名

.
幕
臣

.
志
士
等
の
反
封
者

を
露
罰
し
所
謂
安
政
の
大
獄
を
起
し
た
。

こ
の
大
獄
が
行
は
れ
た
安
政
五
年
も
暮
れ
ゆ
く
頃
、
灘
師
絃
大
原
重
徳
に
左
の
如
き
詩
を
賦
し

て
贈

つ
て
ゐ
る
。

戊
午
歳
秒
寄
昌大
原
源
公
一註
⑪

・

何
必
桃
源
遠
避
レ秦
。
梅
花
開
威
養
弓天
眞
一。
夜
深
高
請
誠
齋
,
句
。
憂
國
如
レ家
有
出幾
人
'。

當
時
麗
師
は
幕
吏
の
追
跡
を
避
け
て
但
馬
地
方

に
隠
れ
、
安
政
六
年

の
初
秋
に
城
崎
温
泉
よ
り
建
仁
寺
塔

頭
大
中
院

の
石
門
蕎

呈

櫻

馨

莫

囑

蚤

喬

の
南
朝
の
古
器
姦

す
る
秦
有
婁

る
人
の
韓

鷹
じ
て
錫
を
留
め
て

ゐ

る

。

乃

ち

杞

憂

飴

草

に

は

衣

の

如

き

詩

を

載

せ

て

ゐ

る

。

賦

昌得

王

事

靡

醜

皿
註
⑭

但
州
豊
岡
秦
有
忠
ノ
請
。
有
忠
世
世
尊
二
崇

王
室

一。
家
多
藏
昌

南
朝

ノ
古
器

騨。

其
先
子
某
所
下
以
乞
二
頼
山
陽

一作
中
吉
野
笛
ノ
歌
上
也
。
、

　
　

至
徳
鞍
二商
周
一。
漢
唐
非
昌廠
傳
騨。
君
臨
百
飴
世
。
皇
化
沿
昌紳
州
一。

文
久
元
辛
酉
年
秋
、
仁
科
臼
谷
の
墳
墓
を
播
磨

の
今
市
に
翼

め
ん
と
し
て
途
中
湊
川
を
過
ぎ
楠

公
の
墓
を
弔
ひ
、

廣
嚴
寺
を
訪
れ

て
寺
圭
に
楠

公
墓
碑
建
立
の
縁
由
を
聴
き
、
父
子
國
難

に
殉
じ
た
る
皇
朝
無
隻

の
忠

臣
を
欽
仰
讃
嘆

し
、
且

つ
墓
碑
が
水
戸
黄
門
義
公
に
依
り
て
樹

て
ら
れ
、
公
が
楠
公
の
節
義
を
欽
仰
し
て
碑
を
建

て
、
自
ら
題
し
て

…勤
王

倫
旧
天
出早
…碑
師

の
事

跡

(
一

一
)
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勤
王
胤慣
天
血早
輝
師
の
嘉
一跡

(
一
二
)

「
鳴

呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」

と
書
し
た
こ
と
や
、
碑
文
を
明
末

の
義
士
朱
舜
水
が
撰
し
た
こ
と
な
ど
に
そ
の
感
を
深
く

註
⑭

し
た
が
、
そ
の
時

の
詩

に

湊
川
弔
楠

公
.
墳
一註
⑮

天
地
風
雲
晦
。
忠
臣
死
レ節
秋
。
余
來
藪
弔
レ古
。
湊
水
荷
悠
悠
。

と
賦
し
て
ゐ
る
。
維
薪

の
風
雲
急

に
し
て
、
多
く
の
勤

王
の
志
士
が
忠
節

に
死
す
る
秋
、
楠
公
の
往
時
を
回
顧
し
て
・

轄
威
慨
無
量
な
る
と
こ
ろ
の
も

の
が
あ

つ
た
で
あ
ら
う
。

輝
師

は
先
に
述

べ
た
る
如
く
嘉
永

の
頃
よ
り
國
事
を
憂

へ
て
天
下
の
志
士
と
交
り
奪

王
運
動
に

一
身
を
捧
げ

た
が

特

に
大
原
重
徳

と
は
莫
逆

の
交
り
を
爲

し
た
。
こ
の
大
原
電
徳
と
の
關

係
に
於

て
最
も
世

に
知
ら
れ
れ
て
ゐ
る
こ
と

は
文
久
二
年
五
月
の
勅
使
問
題
で
あ
る
。
朝
廷

で
は
薩
藩
圭
島
津
久
光

の
公
武
合
膿
の
建
自
書

に
基
づ
き
、
幕
閣

の

上
洛
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
入
洛
な
き
た
め
、
岩
倉
具
覗
を
勅
使
と
し
て
下
向
せ
し
む
る
こ
と
に
な

つ
た
。
そ
れ

を
聞
い
た
灘
師
は
關
臼
近
衛
忠
煕
に

「
聰
達

に
し
て
大
略
あ
る
岩
倉
卿
は
閾
下
を
離
る
べ
き

で
は
な
く
、
勤
忠
鰻
直

な

る
大
原
卿
を
以
て
勅
使
の
任

に
當
ら
し
む

べ
き

で
あ
る
」

こ
ど
を
建
言
し
た
た
め
、
廟
議
は
途
ひ
に
墾
更
し
て
、

正
三
位
大
原
重
徳
が
勅
使
と
し
て
江
戸

に
下
向
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
灘
師
は
大
原
重
徳
に

讃
書
五
千
巻
。
歳
月
與
レ人
深
。
今
日
果
何
用
。
精
誠

一
片

心
。
駐
⑯

な

る
詩

を
寄
せ
て
激
働
し
た
が
、
暉
師
が
著
す
杞
憂
飴
草
に
依
る
と
、
輝
師
は
大
原
重
徳
が
勅
使
と
し

て
幕
府
に
下
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噸

向
す
る
を
祀
し
且

つ
龍
虎
を
啄
じ
て
賭
け
て
ゐ
る
。
今

そ
の
詩
を
次
に
載

せ
る
こ
と
と
す
る
。

・

恭
賀
穰

夷
一搾
、

左
衛
門
,
督
正
三
位
大
原
源
公

勅
}使

幕
蜜

擁
夷
策
決
振
昌天
人
"。
烈
烈
義
風
加
庭
仁
。

御
劒
霜
寒
英
噺
,
夕
。
融
成
昌千
載

一
時
.
春
一。

詠

龍

虎
一賭
昌大
原
源
公
.
東
行
一。

風
雲
時
際
會
。
紅
日
射
金

鱗
一。
由
來
帝
王
,
象
。
紳
化
氣
成
レ春
。
ノ(龍
)

威
檸
魁
昌百
獣
一。
草
木
夜
風
胆
。

一
嚇
千
山
震
。
断
崖
歓
月
青
。

(虎
)

五

慶
鷹

三
年
十
月
十
五

日
征
夷
大
將
軍
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還

の
奏
請
を
勅
許
し
給
ふ
た

明
治
天
皇

は
、
同
年
十

二
月
九
日
王
政
復
古
の
大
令

を
登
せ
ら
れ
て
諸
事

紳
武
天
皇
創
業
の
御
精
紳
に
基
づ
く
べ
き
旨
を
宣

せ
ら
れ
た
。

併

し
こ
の
王
政
復
古

の
新
政
を
ば
、
譜
代

・
幕
臣
の
中
に
は
薩

長
爾
藩
等

の
專
臨
に
よ
る
も

の
で
あ

る
と
考

へ
、
鳥

朋

・
伏
見
の
戦
、
彰
義
隊
、
東

北
諸
藩

の
叛
齪
等
が
起

つ
た
が
相

っ
い
で
鎭
定

し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ

る
。

灘
師

は
次
の
如
き
詩
を
賦
し
て
、

戊
辰
春
初
,
書
事
詫
⑰

勤
王
俗
天
章
輝
師
の
事
跡

◎

(
一
三
)

/
'
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＼
、

勤
王
曾
天
章
暉
師
の
事
跡

(
一
四
)

人

心
擾
擾
軌
維
持
。
國
事
多
端
幾
路
岐
。
記
得
宋
僧
詩
句
.
焦
。
干
犬
元
是
太
卒
ノ
基
。

と
所
懐
を
昧
じ
、
同
年
春
、
東
宮
鋤
護
録

の
翻
刻
や
自
著
楯
花
百
絶
、
杷
憂
苓
五
十
六
字
詩
等
の
登
刊
を
な
し
た
。

そ
し
て
同
年
三
月

明
治
天
皇
が
紫

辰
殿

に
出
御
あ
ら

せ
ら
れ
、
群
臣
を
率
ゐ

て
天
地
紳
明
に
誓
は
せ
ら
れ
た
五
箇

條

の
御
誓
文
を
國
民

に
宣
せ
ら
れ
給
ひ
、
明
治
の
大
御
代
と
な

つ
た
。
績

い
て
八
月
紫
震
殿
に
て
即
位

の
大
典
を
行

は
せ
ら
れ
、
翌
九
月
に
は
明
治
と
改
元
さ
れ
、
江
戸
城
は
東
京
城
と
改
名
さ
れ
翌

二
年

三
月

に
は
車
駕
東
行
し
て
東

京
を
帝
都
と
定

め
ら
る
な
ど
維
新

の
大
政
は
隆

々
乎
と
し
て
進
展
し

た
。
聖
代
に
浴
し
た
灘
師

は
鳴
瀧
妙
光
寺
に
引

ぎ

き
籠

つ
て
、
只
管
翰
墨
を
事
と
し
て
ゐ
た
。
明
治
四
年
五
十
七
歳

の
新
年
を
迎

へ
て
、

か
れ
と
い
ひ
こ
れ
と
答
ふ
る
い
め
の
中
に

五
十
七
の
春
は
來
に
け
り

註
⑱

と
詠
じ
、
波
瀾
萬
丈
な

り
し
こ
し
か
た
に
思
ひ
を
深
く
し
た
が
…幾
何
も
な
く
同
年
七
月
九
日
刺
客

の
難

に
遭
ひ
示
寂

さ
れ
た
。

輝
師

の
生
涯
は
、
縄
師

の
言
葉
を
以

て
云
ふ
な
ら
ば
、

し

・宇
内
形
勢
。
華
夷
錯
紛
。
虎
起
狼
伏
。
蛙
是
鵜
非
。
示
有
不
忍
臥
観
坐
親
於
自
雲
幽
石
上
者
焉
。
駐
⑲

で
あ

つ
た
。

註
⑳

最
後

に
阿
刀
弘
文
師

の
撰
す
る
建
仁
前
住
天
章
慈
英
著
述
目
録
に
依
り
灘
師

の
著
書
を
列
墨
し
て
こ
の
稿
を
結
ぶ
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こ
と

、
す
る
。

四

阿

含

折

衷

四
十
二
章
経
筒
注

遺

教

経

王

正

園

畳

輔

轍

維

摩

無

繰

楊

伽

表

餐

樗

嚴

咀

英

金

剛

斧

墾

起

信

蘂

簿

日
本
佛
法
編
年
通
論

繹

氏

文

選

繹

氏

名

文

皇

朝
纏
苑
英
華

績
皇
朝
紬
苑
英
華

日

本

輝

詩

史

二
十
巷

一

巻

二

巻

般
若
心
経
刮
目

二

巻

五

巻

四

巻

十

毬

二

巻

灘
羅
讐

二

巻

二
十
巻

五

巻

二

巻

十

巻

十

巻

+

巻

翫
副
玉
倫
旧
天
出早
訥輝
師

の
事
跡

績

日
本
藤
詩
史

日

本

三

曾

詩

日
本
繹
氏

一
人

一
詩

日
本
百
人

一
詩

日
本
繹
氏
一二
十
六
詩
仙

翰
林

百
家
絶
句

翰
側林
一二
十
六
家
編
脚句

翰

林

五
鳳
集
抄

室

華

集

抄

蓮

籍

志

宋

詩

快

絶

日

本

文

淳

菅

家

詩

抄

日

本

詩

淳

馬

山

風

雅

二 三 十 一 五 一 二 二 三 三 五 一 二 五 三 十

5 巻 巻 春 巷 巻 雀 春 巻 雀 春 巻 巻 巻 春 巷
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勤
王
俗
天
章
暉
師
の
事
跡

韓

詩

選

韓

文

略

避

,
世

録

臓

塾

集

抄

岩

居

志

橘
窓
丈
集

後
編

橘
窓
文
集

績
編

畳

世

詩

録

警

世

詩

話

堆

雲

夜

話

竺

堂

日

抄

竺

堂

文

抄

白

天

唱

和

辛

丑

隣

盟

白

雲

幽

石

草

竺

堂

詠

草

二=一 一 一 一 二 二 五 二

巻

鴫
名
護
法
賓
論
外
篇

巻巻
註
⑳

瓶 一 一 一 一 一 十

巻 巻1巻1巻1巷 巻

唐

信

詩

宋

曾

詩

明

曾

詩

清

櫓

詩

唐

三
高
曾

詩
抄

宋
四
名
曾

詩
鶴

明

三

信

詩

歴

朝

僧

詩

史

繹

氏

一
人

一
詩

儒

士

嘆

佛

詩

儒

繹

唱

和

録

羅
け氏
一二
十
山ハ
詩
仙

日
本
繹
氏
稽
古
暑

綾
本
朝

高
櫓
傳

延
寳
傳
燈
録
補
正

皇
朝
佛
法
通
塞
論

三 五 十 十 一 ニ ー 三 十 三 二 三 一'二 三 二 二二

六巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻
雀 巻 巻 巻 巻 毬 雀 巻)
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r

縄

氏

袖

手

編

儒

繹
輸

雑

録

王

學

興

贋

録

五

嶽

僧

寳

傳

五

嶽

著

籍

志

倫

詩

別

調

論

晋
唐
宋

九
曾
詩

六

朝

曾

詩

騒
①

二二二三一一三一

巻

杞
憂
蕎
五
十
六
字
詩

一

巷

杷
憂
港
楯
花
百
絶

一

巻

附
碩
學
論

但

泉

華

草

一

巻

戊

午

稿

一

巷

丁

巳

稿

一

巻

仁
科
白
谷
墓
碑
銘

一

雀

湊
川
神
肚
建
碑
由
來
記

,
一

春

天

明

火

災

史

一

石
門
和
省
の
筆
跡
で
あ
る
「
天
章
暉
師
傳
」
の
草
稿
に
線
つ
た
。

附
杞
憂
蕎
蝕
草

附
夷
華
辮

竺
堂

文
集
楠
塔
縁
起
篇

(
眞

言
阿
刀
家
藏

)

輝
師

は
仁
科
白
谷

の
門
下
と
な

つ
た
と
云
は
れ
、

今
は
輝

師

よ
り
親

し
く
教

を
受
け

た
、

②

千
慮
策

は
宋
儒
楊
誠
齋

の
著

で
君
道
、

刑
法
、
冗
宮
、
民
政
等

三
+
策
が
あ
り

安
政
四
年
八
月
天
章
輝
師

に
よ
り
三
巻
本

と
し

て
翻
刻
刊
行
さ
れ
た
。

③

東
宮
勤
讃
録

は
同
じ
く
楊
誠
齋

の
著

で
南
宋

孝
宗

の
代
、
・東
宮
講
官
と
し
て
進
請
し
た
讃
二
陸
宣
公
ノ
奏
議
嚇
等

五
篇

を
輯

し
て
、
安
政

五
年
擁

刻
獲
刊

の
豫
定

で
あ

っ
た

が
刊
行
さ
れ
た

の
は
慶
鷹
四
年
春

で
あ
る
。

④

淳
熈
薦
士
録

は
誠
齋
が
南
宋
孝
宗
淳
熈
+

二
年

吏
部
郎
中

と
な

つ
た
時
、
宰
相
王
潅

に
人
材

の
急
務
を
説
き
、
朱
子
等

六
+
人

を
暴
げ
、
そ

の

へ

長
所
を
記
し
た
も
の
で
、
後
四

+
八
年
を
輕

た
南
宋

理
宗

の
紹
定
五
壬
辰

年
誠
齋

の
男
長
嬬

に
よ
り
輯

せ
ら
れ
た
も

の
で
、
吾
が
安
政
四
年
千

勤

王
加倍
天
血早
"牌
師

の
事
跡

(
一
七
)

1
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勤

王
…偲
天
章
輝
師

の
事
跡

(
一
八
)

詩
慮
策

り
附
録

と
し

て
騨
師

に
依

り
翻
刻
さ
れ
た
6

⑤

宋

元
學
案
巻

四
+
四
、
千
慮
策
序
。

⑥

杷
憂
捲
楯
花

百
絶
第

二
詠

⑦

相

憂
奄

五
+
六
字
詩
附
録
杞
憂
飴
草

⑧

同

書

⑨

同

書

⑩

杷

憂
巷

楯
花

百
絶
附
録
華
夷
名
義
僻

⑪

相

憂
絵
草

⑫

大
申
院
丈
書

⑬

杞
憂
飴
草

⑭

,
眞
言
宗
阿
刀
家
針
小
路
文
庫

の
竺
堂
丈
集

中
楠
塔
線

起
篇

⑮

杞
憂

餓
草

●

⑯

同

書

⑰

同

書

⑱

建
仁
寺
大
中
院
所
藏
天
章
暉
師
筆
跡

短
冊

⑲

杞
憂
港

五
+

六
字
詩

⑳

此

の
著
述
目
録

は
阿
刀
弘
丈
師

が
、
現
暉
門
高

等
愚
院

長
小
畠

丈
鼎
師

の
需

め
に
磨
じ

て
昭
和
四
年
九
月
三
日
記

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
街

千

慮

策

三
巻

,
東
宮

勧
讃

録

一
巻

は
輝
師

の
硫
刻

で
あ
る
。

②

阿
刀
弘
丈
師

曰
く
橘
窓
衣
集

の
前

編
は
目
下

不
明

な
り
之
。

、
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